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(57)【要約】
【課題】複数のユーザを宛先とする電子メールを受信し
たユーザに対し、その複数宛の電子メールを受信した他
のユーザの当該電子メールに対する対応の状況を知らせ
る。
【解決手段】受信した複数宛の電子メールに対するユー
ザにより処理行為を検出する処理検出部３３２と、検出
された処理の処理ＩＤと、処理したユーザのユーザＩＤ
と、処理された電子メールのメールＩＤと、を含む処理
検出情報が蓄積される処理検出情報記憶部４７と、処理
検出情報に基づき電子メールの配信先数に対する当該電
子メールを処理したユーザの数を示すアクション率を求
める実績情報生成部４４と、受信ボックスを表示する際
、複数宛であって未開封の電子メールに、アクション率
を示すアイコンを対応付けて表示する表示処理部３３１
と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のユーザ端末装置と、
　いずれかの前記ユーザ端末装置から送信された電子メールの配信要求に応じて当該電子
メールを指定された宛先へ配信する配信装置と、
　情報提供装置と、
　記憶装置と、
　を有し、
　前記ユーザ端末装置は、
　前記配信装置により送信された、複数のユーザを宛先とする電子メールを含む、自ユー
ザ端末装置を使用するユーザ宛の電子メールの一覧が表示されるように処理する表示処理
手段と、
　前記表示処理手段により表示処理された電子メールを対象としてユーザが指示した処理
を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された電子
メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検出情報送信手段と、
　を有し、
　前記情報提供装置は、
　前記処理検出情報送信手段により送信された処理検出情報を取得し、前記記憶装置に登
録する登録手段と、
　前記記憶装置に登録されている処理検出情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電
子メールそれぞれに対するユーザによる処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生
成手段と、
　生成された実績情報を前記ユーザ端末装置へ送信する実績情報送信手段と、
　を有し、
　前記表示処理手段は、前記実績情報生成手段により生成された実績情報に基づいて、複
数のユーザを宛先とする電子メールに対する他のユーザの対応の状況を示す状況情報を生
成し、生成した状況情報に基づく表示を対応する電子メールと関連付けて表示する処理を
行うことを特徴とする電子メールシステム。
【請求項２】
　前記表示処理手段は、所定の表示対象の条件に合致する電子メールに対応する実績情報
に基づいて前記状況情報を生成し、表示することを特徴とする請求項１に記載の電子メー
ルシステム。
【請求項３】
　前記ユーザ端末装置は、所定の表示対象の条件に合致する電子メールに対する実績情報
の送信要求を前記情報提供装置に送信し、その送信要求に応じて送信されてきた実績情報
を取得する実績情報取得手段を有し、
　前記実績情報生成手段は、前記実績情報取得手段から送信されてくる送信要求により指
定された所定の表示対象とする条件に合致する電子メールに対する実績情報を生成するこ
とを特徴とする請求項２に記載の電子メールシステム。
【請求項４】
　前記実績情報生成手段は、前記記憶装置に登録されている処理検出情報を所定の処理分
類基準に従って分類し、その分類した処理検出情報に基づいて分類項目毎に実績情報を生
成することを特徴とする請求項１に記載の電子メールシステム。
【請求項５】
　前記配信装置により配信された電子メールが宛先に受信されたことに応じて当該電子メ
ールのメール識別情報を含む受信通知情報を送信する受信通知情報送信手段を有し、
　前記情報提供装置は、前記受信通知情報送信手段から送信されてきた受信通知情報を受
け付け、その受け付けた受信通知情報に含まれるメール識別情報毎に、受け付けた受信通
知情報の数を集計し、その集計した数を当該電子メールの配信先数として取得する配信先
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数取得手段を有し、
　前記実績情報生成手段は、実績情報として、当該電子メールの配信先の数に対する当該
電子メールに対して処理したユーザの数の割合を示す処理率を生成することを特徴とする
請求項１に記載の電子メールシステム。
【請求項６】
　前記配信装置は、配信要求された複数のユーザを宛先とする電子メールに当該電子メー
ルを識別するメール識別情報を付加してから各宛先へ配信することを特徴とする請求項１
に記載の電子メールシステム。
【請求項７】
　前記情報提供装置は、ユーザの属性情報を取得する属性情報取得手段を有し、
　前記ユーザ端末装置は、前記配信装置により配信された電子メールを受信したときに、
当該電子メールのメール識別情報及び当該ユーザの属性情報を含む受信通知情報を送信す
る受信通知情報送信手段を有し、
　前記実績情報生成手段は、前記属性情報取得手段により取得した属性情報を参照し、送
信要求が送信された前記ユーザ端末装置を使用するユーザの属性情報と合致する属性情報
のユーザが使用する前記ユーザ端末装置から送信された処理検出情報に基づいて、属性項
目毎に実績情報を生成することを特徴とする請求項３に記載の電子メールシステム。
【請求項８】
　複数のユーザを宛先とする電子メールを含む、自装置を使用するユーザ宛の電子メール
の一覧が表示されるように処理する表示処理手段と、
　前記表示処理手段により表示処理された電子メールに対してユーザが指示した処理を検
出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された電子
メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検出情報送信手段と、
　を有し、
　前記表示処理手段は、前記情報提供装置により前記処理検出情報に基づき生成された、
複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによる処理の実績を示す実
績情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電子メールに対するユーザの対応の状況を
示す状況情報を生成し、生成した状況情報に基づく表示を対応する電子メールと関連付け
て表示する処理を行う、
　ことを特徴とするユーザ端末装置。
【請求項９】
　いずれかのユーザ端末装置により送信された、複数のユーザを宛先とする電子メールに
対して当該ユーザが指示した処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された電子メー
ルのメール識別情報を含む処理検出情報を取得し、記憶装置に登録する登録手段と、
　いずれかのユーザ端末装置からの送信要求に応じて、前記記憶装置に登録されている処
理検出情報に基づいて複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによ
る処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生成手段と、
　生成された実績情報を、送信要求発信元のユーザ端末装置へ送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする情報提供装置。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　複数のユーザを宛先とする電子メールを含む、自装置を使用するユーザ宛の電子メール
の一覧が表示されるように処理する表示処理手段、
　前記表示処理手段により表示処理された電子メールに対してユーザが指示した処理を検
出する検出手段、
　前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された電子
メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検出情報送信手段、
　を有し、
　前記表示処理手段は、前記情報提供装置により前記処理検出情報に基づき生成された、



(4) JP 2012-198788 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによる処理の実績を示す実
績情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電子メールに対するユーザの対応の状況を
示す状況情報を生成し、生成した状況情報に基づく表示を対応する電子メールと関連付け
て表示する処理を行う
　ことを特徴とするユーザ端末装置として機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　コンピュータを、
　いずれかのユーザ端末装置により送信された、複数のユーザを宛先とする電子メールに
対して当該ユーザが指示した処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された電子メー
ルのメール識別情報を含む処理検出情報を取得し、記憶装置に登録する登録手段、
　いずれかのユーザ端末装置からの送信要求に応じて、前記記憶装置に登録されている処
理検出情報に基づいて複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによ
る処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生成手段、
　生成された実績情報を、送信要求発信元のユーザ端末装置へ送信する送信手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子メールシステム、ユーザ端末装置、情報提供装置及びプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワークを介してコミュニケーションを行うツールの一つに電子メールツールがあ
る。ただ、電子メールを受け取ったユーザが、その電子メールを開封するという行為を主
体的に行わなければ、電子メールは参照されない。
【０００３】
　そこで、従来では、電子メールを回答期限付きで送信し、電子メールの受け取り側では
タイマーを利用して、回答期限が迫っている電子メールの存在を知らせる技術が提案され
ている（例えば、特許文献１）。また、電子メールに重要度を設定しておき、その設定さ
れた重要度に基づき予め指定されているプログラムが起動されるタイミングで電子メール
を強制的に表示を行う技術が提案されている（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－９７８５０号公報
【特許文献２】特開平７－２６４２３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユーザに対し、その複数宛
の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応の状況を知らせること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る電子メールシステムは、複数のユーザ端末装置と、いずれかの前記ユーザ
端末装置から送信された電子メールの配信要求に応じて当該電子メールを指定された宛先
へ配信する配信装置と、情報提供装置と、記憶装置と、を有し、前記ユーザ端末装置は、
前記配信装置により送信された、複数のユーザを宛先とする電子メールを含む、自ユーザ
端末装置を使用するユーザ宛の電子メールの一覧が表示されるように処理する表示処理手
段と、前記表示処理手段により表示処理された電子メールを対象としてユーザが指示した
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処理を検出する検出手段と、前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特
定情報及び処理された電子メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検
出情報送信手段と、を有し、前記情報提供装置は、前記処理検出情報送信手段により送信
された処理検出情報を取得し、前記記憶装置に登録する登録手段と、前記記憶装置に登録
されている処理検出情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対
するユーザによる処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生成手段と、生成された
実績情報を前記ユーザ端末装置へ送信する実績情報送信手段と、を有し、前記表示処理手
段は、前記実績情報生成手段により生成された実績情報に基づいて、複数のユーザを宛先
とする電子メールに対する他のユーザの対応の状況を示す状況情報を生成し、生成した状
況情報に基づく表示を対応する電子メールと関連付けて表示する処理を行うことを特徴と
する。
【０００７】
　また、前記表示処理手段は、所定の表示対象の条件に合致する電子メールに対応する実
績情報に基づいて前記状況情報を生成し、表示することを特徴とする。
【０００８】
　また、前記ユーザ端末装置は、所定の表示対象の条件に合致する電子メールに対する実
績情報の送信要求を前記情報提供装置に送信し、その送信要求に応じて送信されてきた実
績情報を取得する実績情報取得手段を有し、前記実績情報生成手段は、前記実績情報取得
手段から送信されてくる送信要求により指定された所定の表示対象とする条件に合致する
電子メールに対する実績情報を生成することを特徴とする。
【０００９】
　また、前記実績情報生成手段は、前記記憶装置に登録されている処理検出情報を所定の
処理分類基準に従って分類し、その分類した処理検出情報に基づいて分類項目毎に実績情
報を生成することを特徴とする。
【００１０】
　また、前記配信装置により配信された電子メールが宛先に受信されたことに応じて当該
電子メールのメール識別情報を含む受信通知情報を送信する受信通知情報送信手段を有し
、前記情報提供装置は、前記受信通知情報送信手段から送信されてきた受信通知情報を受
け付け、その受け付けた受信通知情報に含まれるメール識別情報毎に、受け付けた受信通
知情報の数を集計し、その集計した数を当該電子メールの配信先数として取得する配信先
数取得手段を有し、前記実績情報生成手段は、実績情報として、当該電子メールの配信先
の数に対する当該電子メールに対して処理したユーザの数の割合を示す処理率を生成する
ことを特徴とする。
【００１１】
　また、前記配信装置は、配信要求された複数のユーザを宛先とする電子メールに当該電
子メールを識別するメール識別情報を付加してから各宛先へ配信することを特徴とする。
【００１２】
　また、前記情報提供装置は、ユーザの属性情報を取得する属性情報取得手段を有し、前
記ユーザ端末装置は、前記配信装置により配信された電子メールを受信したときに、当該
電子メールのメール識別情報及び当該ユーザの属性情報を含む受信通知情報を送信する受
信通知情報送信手段を有し、前記実績情報生成手段は、前記属性情報取得手段により取得
した属性情報を参照し、送信要求が送信された前記ユーザ端末装置を使用するユーザの属
性情報と合致する属性情報のユーザが使用する前記ユーザ端末装置から送信された処理検
出情報に基づいて、属性項目毎に実績情報を生成することを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係るユーザ端末装置は、複数のユーザを宛先とする電子メールを含む、自装置
を使用するユーザ宛の電子メールの一覧が表示されるように処理する表示処理手段と、前
記表示処理手段により表示処理された電子メールに対してユーザが指示した処理を検出す
る検出手段と、前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特定情報及び処
理された電子メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検出情報送信手
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段と、を有し、前記表示処理手段は、前記情報提供装置により前記処理検出情報に基づき
生成された、複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによる処理の
実績を示す実績情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電子メールに対するユーザの
対応の状況を示す状況情報を生成し、生成した状況情報に基づく表示を対応する電子メー
ルと関連付けて表示する処理を行うことを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る情報提供装置は、いずれかのユーザ端末装置により送信された、複数のユ
ーザを宛先とする電子メールに対して当該ユーザが指示した処理の内容を特定する処理特
定情報及び処理された電子メールのメール識別情報を含む処理検出情報を取得し、記憶装
置に登録する登録手段と、いずれかのユーザ端末装置からの送信要求に応じて、前記記憶
装置に登録されている処理検出情報に基づいて複数のユーザを宛先とする電子メールそれ
ぞれに対するユーザによる処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生成手段と、生
成された実績情報を、送信要求発信元のユーザ端末装置へ送信する送信手段と、を有する
ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係るプログラムは、コンピュータを、複数のユーザを宛先とする電子メールを
含む、自装置を使用するユーザ宛の電子メールの一覧が表示されるように処理する表示処
理手段、前記表示処理手段により表示処理された電子メールに対してユーザが指示した処
理を検出する検出手段、前記検出手段により検出された処理の内容を特定する処理特定情
報及び処理された電子メールのメール識別情報を含む処理検出情報を送信する処理検出情
報送信手段、を有し、前記表示処理手段は、前記情報提供装置により前記処理検出情報に
基づき生成された、複数のユーザを宛先とする電子メールそれぞれに対するユーザによる
処理の実績を示す実績情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする電子メールに対するユ
ーザの対応の状況を示す状況情報を生成し、生成した状況情報に基づく表示を対応する電
子メールと関連付けて表示する処理を行うことを特徴とするユーザ端末装置として機能さ
せるためのものである。
【００１６】
　本発明に係るプログラムは、コンピュータを、いずれかのユーザ端末装置により送信さ
れた、複数のユーザを宛先とする電子メールに対して当該ユーザが指示した処理の内容を
特定する処理特定情報及び処理された電子メールのメール識別情報を含む処理検出情報を
取得し、記憶装置に登録する登録手段、いずれかのユーザ端末装置からの送信要求に応じ
て、前記記憶装置に登録されている処理検出情報に基づいて複数のユーザを宛先とする電
子メールそれぞれに対するユーザによる処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生
成手段、生成された実績情報を、送信要求発信元のユーザ端末装置へ送信する送信手段、
として機能させるためのものである。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユーザ
に対し、その複数宛の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応の
状況を知らせることができる。
【００１８】
　請求項２記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールのうち所定の表示
対象の条件に合致する電子メールに対する他のユーザの対応の状況を知らせることができ
る。
【００１９】
　請求項３記載の発明によれば、所定の表示対象の条件を、ユーザ端末装置側で指定する
ことができる。
【００２０】
　請求項４記載の発明によれば、他のユーザの対応の状況を分類項目毎に得ることができ
る。
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【００２１】
　請求項５記載の発明によれば、電子メールの配信先の数に対する当該電子メールに対し
て処理したユーザの数の割合を示す処理率に基づき当該電子メールに対する対応の状況を
知らせることができる。
【００２２】
　請求項６記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールの識別情報を配信
装置にて付与することができる。
【００２３】
　請求項７記載の発明によれば、属性が合致する他のユーザの対応の状況を知らせること
ができる。
【００２４】
　請求項８記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユーザ
に対し、その複数宛の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応の
状況を知らせることができる。
【００２５】
　請求項９記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユーザ
に対し、その複数宛の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応の
状況を知らせるための実績情報を提供することができる。
【００２６】
　請求項１０記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユー
ザに対し、その複数宛の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応
の状況を知らせることができる。
【００２７】
　請求項１１記載の発明によれば、複数のユーザを宛先とする電子メールを受信したユー
ザに対し、その複数宛の電子メールを受信した他のユーザの当該電子メールに対する対応
の状況を知らせるための実績情報を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る電子メールシステムの実施の形態１を示したブロック構成図である
。
【図２】実施の形態１におけるユーザ端末装置及びメールサーバを形成するコンピュータ
のハードウェア構成図である。
【図３】実施の形態１におけるメール情報記憶部に登録されているメール情報のデータ構
成の一例を示した図である。
【図４】実施の形態１における処理検出情報記憶部に登録された処理検出情報のデータ構
成の一例を示した図である。
【図５】実施の形態１において検出する処理の内容のリストの一例を示した図である。
【図６】実施の形態１における処理検出処理を示したフローチャートである。
【図７】実施の形態１における表示処理を示したフローチャートである。
【図８】実施の形態１において電子メールの他のユーザによる対応の状況を示す情報を表
示した画面表示例の一例を示した図である。
【図９】実施の形態２におけるメール情報記憶部に登録されているメール情報のデータ構
成の一例を示した図である。
【図１０】実施の形態２における属性情報記憶部に登録された属性情報のデータ構成の一
例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面に基づいて、本発明の好適な実施の形態について説明する。
【００３０】
実施の形態１．
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　図１は、本発明に係る電子メールシステムの一実施の形態を示したブロック構成図であ
る。図１には、ネットワーク（図示せず）に接続されたユーザ端末装置２０，３０とメー
ルサーバ４０とが示されている。ユーザ端末装置２０，３０は、それぞれ電子メール機能
を有しており、メールサーバ４０を介して電子メールの交換を行う。複数台のユーザ端末
装置２０，３０は、同じ構成でよい。図１では、電子メールの送信及び受信の説明の便宜
上、２台のユーザ端末装置２０，３０のみを示した。
【００３１】
　図２は、本実施の形態におけるユーザ端末装置２０，３０及びメールサーバ４０を形成
するコンピュータのハードウェア構成図である。本実施の形態においてユーザ端末装置２
０，３０を形成するコンピュータは、従前から存在する汎用的なハードウェア構成で実現
できる。すなわち、コンピュータは、図２に示したようにＣＰＵ１、ＲＯＭ２、ＲＡＭ３
、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）４を接続したＨＤＤコントローラ５、入力手段とし
て設けられたマウス６とキーボード７、及び表示装置として設けられたディスプレイ８を
それぞれ接続する入出力コントローラ９、通信手段として設けられたネットワークコント
ローラ１０を内部バス１１に接続して構成される。また、メールサーバ４０も従前から存
在する汎用的なサーバコンピュータで実現するので、図２と同じように図示してもよい。
【００３２】
　図１に戻り、ユーザ端末装置２０は、メール送信処理部２１、メール受信処理部２２、
メール処理部２３及びメール格納部２４を有する。ユーザ端末装置３０も同様に、メール
送信処理部３１、メール受信処理部３２、メール処理部３３及びメール格納部３４を有す
る。メール送信処理部２１は、ユーザ操作に応じて電子メールを作成するメール作成部２
１１と、作成された電子メールをユーザにより指定された宛先へメールサーバ４０を介し
て送信するメール送信部２１２とを有する。メール送信処理部３１も同様に、メール作成
部及びメール送信部を有するが、本実施の形態の説明で用いないので便宜的に図から省略
している。
【００３３】
　メール受信処理部３２は、他のユーザ端末装置２０から送信されてきた電子メールを受
信してメール格納部３４に蓄積するメール受信部３２１と、電子メールを受信したときに
、その電子メールの受信をメールサーバ４０に通知する受信通知部３２２と、を有する。
受信通知には、当該電子メールのメール識別情報（以下、「メールＩＤ」）が含まれてい
る。メール受信処理部２２も同様に、メール受信部及び受信通知部を有するが、本実施の
形態の説明で用いないので便宜的に図から省略している。
【００３４】
　メール処理部３３は、表示処理部３３１、処理検出部３３２、処理検出通知部３３３及
び実績情報取得部３３４を有する。表示処理部３３１は、受信ボックスや送信ボックスな
どの電子メールの格納場所に蓄積されている電子メールのリストを表示したり、電子メー
ルの内容を表示したり、電子メールの表示に関する処理全般を行う。本実施の形態では、
特にメールサーバ４０から送られてきた実績情報に基づいて、複数のユーザを宛先とする
電子メールに対する他のユーザによる対応の状況を示す状況情報を生成し、所定の表示形
式にて表示する。処理検出部３３２は、メール受信部３２１により受信された電子メール
に対してユーザが処理を施したことを検出する検出手段である。処理検出通知部３３３は
、処理検出部３３２により検出された処理の内容を特定する処理特定情報及び処理された
電子メールのメールＩＤを含む受信通知情報をメールサーバ４０へ送信する受信通知情報
送信手段である。実績情報取得部３３４は、メールサーバ４０へ送信した送信要求に応じ
てメールサーバ４０から送られてきた実績情報を受信することで取得する実績情報取得手
段である。メール処理部２３も同様に、表示処理部、処理検出部、処理検出通知部及び実
績情報取得部を有するが、本実施の形態の説明で用いないので便宜的に図から省略してい
る。
【００３５】
　メール格納部２４，３４は、いわゆるメールボックスに相当する。メール格納部２４，
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３４には、受信した電子メール、送信した電子メールなどの各電子メールが各種ボックス
に分類されて格納される。
【００３６】
　ユーザ端末装置２０，３０における各構成要素２１～２３，３１～３３は、ユーザ端末
装置２０，３０を形成するコンピュータと、コンピュータに搭載されたＣＰＵ１で動作す
るプログラムとの協調動作により実現される。また、メール格納部２４，３４は、ユーザ
端末装置２０，３０に搭載されたＨＤＤ４にて実現される。なお、本実施の形態では、メ
ール格納部２４，３４をユーザ端末装置２０，３０に設けたが、メールサーバ等外部の装
置に配置してもよい。
【００３７】
　メールサーバ４０は、メール配信処理部４１、受信通知受付部４２、処理検出通知受付
部４３、実績情報生成部４４、実績情報提供部４５、メール情報記憶部４６及び処理検出
情報記憶部４７を有する。メール配信処理部４１は、いずれかのユーザ端末装置２０，３
０から送信されてきた電子メールの配信要求に応じて、その電子メールを指定された宛先
へ送信する。メール配信処理部４１は、複数のユーザを宛先とする電子メールの配信要求
が送信されてきた場合、当該電子メールを識別するメール識別情報を付加してから指定さ
れた各宛先へ配信する。受信通知受付部４２は、ユーザ端末装置２０，３０から送信され
てくる受信通知情報を受け付けると、その受信通知情報に基づきメール情報記憶部４６に
記憶されているメール情報を更新する。処理検出通知受付部４３は、ユーザ端末装置２０
，３０から送信されてくる処理検出情報を受け付けることで取得すると、その処理検出情
報を処理検出情報記憶部４７に書き込み登録する登録手段である。実績情報生成部４４は
、メール情報記憶部４６に記憶されているメール情報及び処理検出情報記憶部４７に登録
されている処理検出情報に基づいて、複数宛の電子メールそれぞれに対するユーザによる
処理の実績を示す実績情報を生成する実績情報生成手段である。実績情報提供部４５は、
ユーザ端末装置２０，３０からの送信要求に応じて実績情報生成部４４により生成された
実績情報を送信することで提供する。
【００３８】
　図３は、本実施の形態におけるメール情報記憶部４６に登録されているメール情報のデ
ータ構成の一例を示した図である。メール情報は、メールＩＤに、当該メールＩＤを含む
受信通知情報を受信通知受付部４２が受け取った数で表される当該電子メールの配信先数
を対応付けして構成される。
【００３９】
　図４は、本実施の形態における処理検出情報記憶部４７に登録された処理検出情報のデ
ータ構成の一例を示した図である。処理検出情報には、電子メールに対してユーザにより
処理された内容を特定する処理特定情報（以下、「処理ＩＤ」）、当該電子メールのメー
ルＩＤ、当該電子メールに対する処理が開始された日時を示す処理開始日時、当該処理が
終了した日時を示す処理終了日時及び当該ユーザを識別するユーザＩＤが対応付けして含
まれる。本実施の形態では、処理検出部３３２が、ユーザが電子メールに対して施す処理
を検出するが、この検出する処理の種類が図５に例示したように、予めリストアップされ
ている。そして、各処理には、各処理を識別するための処理ＩＤが割り振られている。処
理検出情報における処理ＩＤには、この処理ＩＤが設定される。図５に例示した処理内容
テーブルは、各メール処理部２３，３３及びメールサーバ４０が参照可能に設けられてい
る。本実施の形態では、同一内容の処理内容テーブルを各コンピュータ２０，３０，４０
に配置するが、いずれかのコンピュータに持たせて、必要なときにアクセスするようにし
てもよい。ユーザＩＤには、電子メールを処理したユーザを識別する情報として当該ユー
ザのメールアドレスが設定される。
【００４０】
　メールサーバ４０における各構成要素４１～４５は、メールサーバ４０を形成するコン
ピュータと、コンピュータに搭載されたＣＰＵ１で動作するプログラムとの協調動作によ
り実現される。また、各記憶部４６，４７は、メールサーバ４０に搭載されたＨＤＤ４に
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て実現される。
【００４１】
　本実施の形態においては、メールサーバ機能を実現するための手段であるメール配信処
理部４１を有する配信装置と、その他の構成要素４２～４７により実現される情報提供装
置とを１台のメールサーバ４０で実現するようにしたが、別の装置で実現してもよい。配
信装置と情報提供装置とを別の装置で形成して、電子メールシステムに複数のメールサー
バ（配信装置）を設けてもよい。また、構成要素４２～４７を１台のコンピュータにまと
めて配設せずに、複数台のコンピュータに分散させてもよい。
【００４２】
　また、本実施の形態で用いるプログラムは、通信手段により提供することはもちろん、
ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して提供
することも可能である。通信手段や記録媒体から提供されたプログラムはコンピュータに
インストールされ、コンピュータのＣＰＵがインストールプログラムを順次実行すること
で各種処理が実現される。
【００４３】
　次に、本実施の形態における動作について説明する。本実施の形態では、複数のユーザ
を宛先とする電子メールについて、特に本実施の形態においては状況情報を称しているが
、未開封の電子メールに対して何らかのアクションを取らせるための情報を提供すること
を特徴としている。まず最初に複数のユーザを宛先とする電子メールが配信され、各ユー
ザ端末装置の受信ボックスに格納されるまでの処理、ここではユーザ端末装置２０から複
数宛の電子メールが配信され、ユーザ端末装置３０のメール格納部３４内の受信ボックス
に当該ユーザ宛の電子メールが登録されるまでの電子メール配信処理について説明する。
【００４４】
　ユーザ端末装置２０におけるメール作成部２１１は、ユーザの操作に従い複数のユーザ
を宛先とする電子メールを作成すると、メール送信部２１２は、作成された電子メールを
送信する。
【００４５】
　メールサーバ４０におけるメール配信処理部４１は、ユーザ端末装置２０から送信され
た電子メールを受け付けると、その電子メールに複数の宛先（ＣＣ：、ＢＣＣ：を含む）
が指定されていた場合、当該電子メールを識別するメールＩＤを生成する。そして、メー
ルＩＤを当該電子メールに付加した後、電子メールの宛先に指定された各宛先へ配信する
。つまり、複数宛の電子メールの場合、各宛先へ配信される電子メールには、同一のメー
ルＩＤが設定される。
【００４６】
　当該電子メールの宛先の１人であるユーザが使用するユーザ端末装置３０において、メ
ール受信部３２１は、送信されてきた電子メールをメールＩＤと共に受信ボックスに蓄積
する。また、受信された電子メールにメールＩＤが付加されていた場合、受信通知部３２
２は、受信した電子メールに付加されているメールＩＤを含む受信通知情報を生成し、こ
れをメールサーバ４０へ送信することで複数宛の電子メールの受信を通知する。
【００４７】
　メールサーバ４０において、ユーザ端末装置３０から受信通知情報が送信されてくると
、受信通知受付部４２は、これを受け付ける。そして、メール情報記憶部４６に保持され
ている配信先数のうちメールＩＤに対応する配信先数を１つカウントアップする。もし、
該当するメールＩＤが登録されていなければ、配信先数を１として当該メールＩＤのメー
ル情報をメール情報記憶部４６に新規登録する。つまり、メール配信処理部４１により配
信された数だけ当該電子メールの受信通知情報が当該電子メールの宛先として指定された
ユーザ端末装置３０から送られてくるので、この受信通知情報を受け付けた数がメール配
信処理部４１により配信された数であり、ユーザ端末装置２０から送信された電子メール
の宛先に指定されたメールアドレスの数である。
【００４８】
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　以上のようにして受信された電子メールに対し、ユーザ端末装置３０のユーザはマウス
６等を操作して閲覧等の何らかの処理行為を施すことになる。ここで、電子メールに対す
るユーザによる処理を検出する処理検出処理について図６に示したフローチャートを用い
て説明する。
【００４９】
　電子メールツールが起動されると、初期画面として例えば受信ボックスの電子メールの
蓄積状態が表示される。一般的には、受信ボックスに蓄積されている電子メールそれぞれ
について、件名、差出人、受信日時、また添付ファイルの有無や未開封（未読）であるこ
とを示すアイコン等の記号が、時系列に並べられて表示される。
【００５０】
　本実施の形態における処理監視処理は、電子メールツールが起動されることに伴い起動
され、処理検出部３３２によってユーザによる電子メールに対する処理行為を常時監視す
る（ステップ１０１）。そして、ユーザが電子メールに対して何らかの処理を行うと（ス
テップ１０１でＹ）、処理検出部３３２は、処理対象の電子メールのメールＩＤを取得す
る（ステップ１０２）。そして、ユーザによる何らかの処理が終了するまで（ステップ１
０４でＹ）、その処理のための操作の検出を継続して行う（ステップ１０３）。
【００５１】
　例えば、ユーザが、電子メールのリストから閲覧したい電子メールを選択して本文の内
容を画面表示させ、そしてスクロールさせて本文の最後まで表示させた後、ウィンドウを
閉じるなどして本文の表示を終了させた場合、処理検出部３３２は、画面表示させた操作
の日時を開始日時とし、表示を終了させた操作の日時を終了日時として取得する。また、
図５に例示した処理内容テーブルを参照して、この検出した処理に割り振られている処理
ＩＤ（図５の例では“ｐｒｃ００２”）を取得する。そして、処理検出部３３２は、処理
対象の電子メールの宛先、すなわち自己のメールアドレスを取得すると、上記の各処理ス
テップで得られた処理ＩＤ、メールＩＤ、処理の開始日時及び終了日時、そしてメールア
ドレスを含む処理検出情報を生成する（ステップ１０５）。そして、処理検出通知部３３
３は、生成された処理検出情報をメールサーバ４０へ送信することで、メールＩＤより識
別される電子メールがユーザにより処理されたことを通知する（ステップ１０６）。
【００５２】
　なお、上記例のように本文の内容をスクロール表示させたりする処理は、上方向及び下
方向のスクロールボタン等の操作、つまり複数のボタン操作によって成り立つ場合がある
が、本実施の形態では、これらのボタン操作をまとめて１つの行為、つまりスクロール表
示処理という１つの処理として取り扱うことにする。また、上記表示の場合には、開始日
時及び終了日時から把握できる電子メールの表示時間という時間の幅があるが、処理によ
っては時間の幅が無い場合がある。この場合は処理を実行した日時を開始日時又は終了日
時の一方に設定してもよいし、双方の同じ日時を設定してもよい。これは、処理検出情報
を取り扱う実績情報生成部４４との間で情報の設定についての取り決めができていればよ
い。
【００５３】
　ユーザ端末装置３０から処理検出情報が送信されてくると、メールサーバ４０における
処理検出通知受付部４３は、これを受け付け、処理検出情報記憶部４７に登録する。
【００５４】
　以上のようにして、ユーザが電子メールに対して何らかの処理を施すたびに、その処理
が検出され、処理検出情報が処理検出情報記憶部４７に蓄積されていくことになる。
【００５５】
　本実施の形態は、複数のユーザを宛先とする電子メールに対し、何のアクションも起こ
していないユーザに対し、当該電子メールに対する他のユーザによる処理の状況を提示す
ることを特徴としている。以下、この情報の表示処理について図７に示したフローチャー
トを用いて説明する。
【００５６】
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　電子メールツールが起動されると、初期画面として、上記と同様に例えば受信ボックス
の電子メールの蓄積状態が表示されようとする。実績情報取得部３３４は、電子メールツ
ールが起動された時点で、メールサーバ４０へ実績情報の送信要求を送信する（ステップ
１１２）。この送信要求には、開かれようとする受信ボックスに対応したメールアドレス
（ユーザＩＤ）と、所定の表示対象の条件として、受信ボックスに含まれている複数宛の
電子メールであって未開封の電子メールのメールＩＤが含まれている。複数宛の電子メー
ルかどうかはメールＩＤが付加されていることで判別できる。後述するように、本実施の
形態では、実績情報に基づき生成される状況情報を、該当する電子メールに対応付けて表
示するが、「所定の表示対象の条件」というのは、この状況情報を表示の対象とする電子
メールを特定するための条件である。ここでは、複数宛の電子メールであって未開封の電
子メールというのが表示対象の条件に相当する。表示対象の条件としては、その他にも未
開封という制限を解除したり、未開封の電子メールが膨大で所定数以上存在すると判断し
た場合には、過去１月以内に配信された受信メール等時間的な制限を加えてもよい。ある
いは、送信要求に含めたメールＩＤのうちメール情報に設定されている配信先数が２以上
５以下であるメールＩＤなど配信先数の範囲を指定してもよい。
【００５７】
　メールサーバ４０の実績情報提供部４５は、ユーザ端末装置３０から送信されてきた送
信要求を受け付けると、その要求の内容を実績情報生成部４４へ渡す。
【００５８】
　実績情報生成部４４は、まず、送信要求に含まれている所定の表示対象の条件として指
定されているメールＩＤに対して順番に以下の処理を行う。まず、処理対象としたメール
ＩＤに対応するメール情報をメール情報記憶部４６から取り出す。そして、メールＩＤを
キーにして、処理検出情報記憶部４７を検索し、そのメールＩＤと一致する処理検出情報
を抽出すると、この抽出した数が当該電子メールに対して何らかの処理行為がなされた数
である。ただ、本実施の形態では、処理毎に処理検出情報の数を集計する。つまり、処理
対象としたメールＩＤと合致する処理検出情報を処理ＩＤにより分類する。これにより、
メールＩＤの電子メールに対し、例えば「本文を表示した」ユーザの数、「返信した」ユ
ーザの数等各処理を実施したユーザの数を把握する。
【００５９】
　ここで、本実施の形態では、実績情報としてアクション率又は処理率と称する指標値を
求めることにする。アクション率というのは、１つの複数宛の電子メールの配信先数に対
する当該電子メールに何らかの処理行為を行ったユーザの数の割合を示す実績値である。
アクション率は、高い値であるほど、当該電子メールに対して何らかの処理行為を施した
ユーザの数が多いということを意味する。
【００６０】
　ところで、本実施の形態では、所定の処理分類基準により処理を分類している。図５に
例示したように、本実施の形態では、各処理を、その処理の内容によって“ｐ”で表す積
極的な処理と、“ｎ”で表す消極的な処理という所定の基準にて分類している。従って、
本実施の形態では、分類項目毎にアクション率を算出する。つまり、この例では、ユーザ
がスクロールをしてまで本文全体を見たり、返信をするという行為は、当該電子メールに
対して積極的な処理をしたということを意味する処理群“ｐ”と、削除したり、迷惑メー
ルとして扱うという当該電子メールに対して消極的な処理をしたということを意味する処
理群“ｎ”というように、ユーザの対応姿勢という分類基準に従い処理を分類している。
【００６１】
　“ｐ”で表す積極的な処理を実施したアクション率をポジティブアクション率と称する
と、この積極的な処理に分類された処理、具体的には、「本文を表示した」、「スクロー
ルして本文の最後まで表示した」、「添付ファイルを開いた」、「本文内のURLをクリッ
クした」、「返信した」、「転送した」、「タグを付与した」という各処理の数の和を配
信先数で除算することでポジティブアクション率を算出する。電子メールの宛先に、同一
ユーザが持つ複数のメールアドレスを指定する場合もあるが、ここでは、１人のユーザに
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対しては１つのメールアドレスのみが宛先に指定された電子メールを取り扱うものとする
と、ポジティブアクション率は、当該電子メールの宛先に指定された全ユーザ数に対する
上記積極的な処理をしたユーザ数の占める割合であるといえる。
【００６２】
　同様に、“ｎ”で表す消極的な処理を実施したアクション率をネガティブアクション率
と称すると、この消極的な処理に分類された処理、具体的には、「削除した」、「迷惑メ
ールに指定した」という各処理の数の和を配信先数で除算することでネガティブアクショ
ン率を算出する。
【００６３】
　このように、本実施の形態では、ポジティブアクション率及びネガティブアクション率
という予め決められた分類項目毎にアクション率を算出した。もちろん、このような分類
をせずに処理全体でアクション率を算出してもよいし、処理毎にアクション率を算出して
もよい。
【００６４】
　なお、アクション率の計算手順は、一例であって他の手順にて算出してもよい。例えば
、処理毎にアクション率を算出し、同じ分類項目に属する処理のアクション率の和を求め
るようにしてもよい。
【００６５】
　ところで、一ユーザが１つの電子メールを複数回表示させたり、表示だけした後（“ｐ
ｒｃ００１”）に、別の日に返信するなど（“ｐｒｃ００５”）、１つの電子メールに対
して複数の行為を行うことが容易に想定できるが、この場合、処理検出情報は、行為が行
われるたびに生成されることになる。従って、１つの電子メールに対して複数の処理検出
情報が処理検出情報記憶部４７に蓄積されていくことになるので、アクション率の精度を
高めるために処理検出情報に含まれているユーザＩＤ、またはユーザＩＤ及び処理ＩＤを
参照して、一ユーザに対しては処理を重複してカウントしないようにしてもよい。例えば
、あるユーザが「本文を表示した」処理と、「返信した」処理とを別の日に処理したこと
により各処理の処理検出情報が処理検出情報記憶部４７に登録されたとする。例えば、処
理毎にアクション率を算出するのであれば、各処理は異なるグループに分類されるので、
各処理検出情報は、「本文を表示した」のアクション率と「返信した」のアクション率を
それぞれ算出するためには、そのままカウントすればよい。しかし、ポジティブアクショ
ン率を算出する際に、同じ分類項目に属する各処理検出情報をそれぞれカウントしてしま
うと、一ユーザの行為に基づく処理検出情報が重複してカウントされることになる。従っ
て、このような場合には、同一ユーザに基づく処理検出情報が重複して加算されないよう
にしてもよい。
【００６６】
　以上のようにして、実績情報生成部４４は、送信要求に含まれているメールＩＤそれぞ
れに対して、前述したポジティブアクション率及びネガティブアクション率を生成する処
理を行う。このようにして、実績情報としてアクション率を生成する。なお、送信要求に
所定の表示対象の条件が指定されていない場合には、メール情報記憶部４６に登録されて
いるメール情報全件に対して繰り返し行うようにしてもよい。実績情報提供部４５は、こ
のようにして生成された実績情報を、送信要求の発信元であるユーザ端末装置３０へ送信
することで情報提供する。
【００６７】
　なお、本実施の形態では、実績情報としてアクション率を送信するようにしたが、送信
する実績情報に配信先数や処理検出情報の積算数などの情報を含めてもよい。
【００６８】
　また、実績情報生成部４４は、生成した実績情報を所定期間一時保持してもよい。これ
により、同じメールＩＤに対する送信要求に対しては、実績情報の生成処理、具体的には
アクション率の算出処理をせずに、一時保持しておいた当該メールＩＤに対する算出結果
を実績情報として提供するようにしてもよい。この一時保持しておく所定期間というのは
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、固定の時間長でもよい。ただ、電子メール配信直後は、多くのユーザにより何らかのア
クションが取られる可能性が高いため、アクション率の算出に用いる処理検出情報が数多
く収集される可能性が高いので、所定期間を、１～３０分などの配信直後は５分など相対
的に短く設定し、時間の経過に伴い５時間など相対的に長く設定してもよい。
【００６９】
　図７に戻り、メールサーバ４０から送信要求に応じて実績情報が送信されてくると、実
績情報取得部３３４は、その実績情報を受信することにより取得する（ステップ１１３）
。そして、表示処理部３３１は、その取得された実績情報に基づきディスプレイ８に表示
するための状況情報を生成する。つまり、電子メールツールが起動されると、表示処理部
３３１が初期画面として受信ボックスを表示しようとするが、この際に、実績情報取得部
３３４が実績情報を取得するので、表示処理部３３１は、その取得した実績情報に基づき
状況情報を生成し、そして図８に例示したように、対象とする電子メールに状況表示アイ
コンを付加した状態にて受信ボックスを表示することになる。
【００７０】
　図８は、本実施の形態において電子メール機能が提供する表示画面の一例であって受信
ボックスに蓄積されている電子メールがリスト表示されているときの表示例を示した図で
ある。図８には、受信された電子メールに関し、それぞれに件名と差出人と日時とが並べ
て表示される。また、件名の直前（左側）には新着メール、未開封等を表すアイコンが表
示される。そして、更にそのアイコンの前（左側）には、つまり各電子メールの情報を表
示する行の先頭には、本実施の形態において特徴とする状況表示アイコンを表示する状況
表示領域１５が設けられている。すなわち、表示処理部３３１は、受け取った実績情報に
基づき、複数のユーザを宛先とする電子メールに対する他のユーザによる対応の状況を示
す状況情報として状況表示アイコンを生成し、対応する電子メールの件名等を表示してい
る行に対応付けて表示する。なお、表示に関する説明の便宜上、件名などの電子メールに
関する情報を表示している行を単に「電子メール」と称する。
【００７１】
　図８では、状況表示アイコンの形状によってアクション率の意味を表現するようにした
が、状況表示アイコンの大きさ、表示色、輝度、点滅等の表示属性を異ならせることで、
アクション率の相違を表現するようにしてもよい。また、アクション率の値の大小によっ
て段階的に状況表示アイコンの大きさや表示色、輝度、点滅速度等の表示属性を異ならせ
ることで、アクション率の度合い（レベル）を表すようにしてもよい。また、図８の示し
た表示例では、状況表示領域１５にはアイコン１つ分のスペースしか取っていないが、１
つの電子メールに対し、複数の状況表示アイコンを同時に表示できるように領域を確保し
てもよい。また、処理別に算出したアクション率をメールサーバ４０から受け取って各処
理のアクション率を示す状況表示アイコンを表示するようにしてもよい。
【００７２】
　また、メールサーバ４０から取得した実績情報を全て表示させずに、実績情報に含まれ
る各アクション率と所定の閾値と比較し、その比較した結果に応じてアクション率を表す
状況表示アイコンの表示をしたり、あるいは個人宛の電子メールと同様に状況表示アイコ
ンを表示しないようにしてもよい。また、配信先数が所定数以下、あるいは所定数以上の
電子メールに限定して状況表示アイコンを表示してもよい。上記説明では、所定の表示対
象の条件を実績情報の送信要求に設定するようにしたが、実績情報の送信要求に設定する
以外に、取得した実績情報に基づき状況情報を生成するときに所定の表示対象の条件を適
用するようにしてもよい。
【００７３】
　また、状況情報に基づく表示を、対応する電子メールと関連付けて表示する処理の他の
例として、例えば受信日時順に並べられている受信メールを、アクション率の高い順又は
低い順に電子メールを並び替えるなど、受信ボックスを表示する形式を通常の場合と異な
るように表示してもよい。
【００７４】
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　このようなアクション率、すなわち他のユーザによる対応の状況を参照することにより
、ユーザは、自分もその電子メールに対する対応を取る必要があると認識するかもしれな
い。例えば、ポジティブアクション率が高い電子メールは、他のユーザが積極的に参照等
の行為を行っていることがわかるので、この旨の状況表示アイコンを見たユーザは、電子
メールを表示させるなど何らかの行為をとるかもしれない。また、ネガティブアクション
率が高い電子メールは、他のユーザは不要と考えているかもしれないので、この旨の状況
表示アイコンを見たユーザは、削除などの行為をとるかもしれない。
【００７５】
　ところで、本実施の形態では、ユーザによる処理の実績を示す実績情報をメールサーバ
４０側で生成し、その実績情報に基づき他のユーザによる対応の状況を示す状況情報をユ
ーザ端末装置３０側で生成したが、状況情報をメールサーバ４０側で生成させ、表示処理
部３３１は、メールサーバ４０から送られてきた状況情報を単に表示するというように構
成してもよい。
【００７６】
　また、前述したように、本実施の形態においては、メールサーバ４０におけるメール配
信処理部４１に、配信要求された電子メールに複数の宛先が指定されていた場合、当該電
子メールに付加するメールＩＤを生成させていた。つまり、本実施の形態のメール配信処
理部４１を有する配信装置は、既存のメールサーバ機能に、複数宛の電子メールに付加す
るメールＩＤを生成させる機能を追加して形成した。しかし、既存のメールサーバ機能を
そのまま使用し、メールＩＤを生成して付加させないようにしてもよい。
【００７７】
　例えば、受信通知部３２２は、受信した電子メールの差出人（送信者）と件名と送信日
時との組、又はそれらの文字列の一部を抽出してメール識別情報を生成しうる。複数宛の
電子メールであれば、件名等以外にも同一の文字列が電子メールに含まれているはずなの
で、その文字列を抽出して、他の電子メールと識別できるメール識別情報を生成する。こ
のように、ユーザ端末装置３０側でメール識別情報を電子メールに付加してもよい。
【００７８】
　ただ、前述した処理では、受信通知部３２２は、メールＩＤが付加されていることで、
受信された電子メールが複数宛の電子メールであったことを認識でき、その結果、複数宛
の電子メールの受信をメールサーバ４０に通知することができた。メールサーバ４０がメ
ールＩＤを付加しなければ、受信通知部３２２は、送信されてきた電子メールが複数宛で
あったか個人宛であったかを判別できない。従って、受信通知部３２２は、全ての電子メ
ールに対する受信通知をメールサーバ４０に行うことになる。また、メール受信部３２１
は、受信通知部３２２により生成されたメール識別情報を受信した電子メールに付加して
受信ボックスに格納することになる。
【００７９】
　更に、処理検出部３３２は、全ての電子メールに対する処理行為を検出し、検出された
処理検出情報は、処理検出情報記憶部４７に全て登録されることになる。
【００８０】
　ただ、実績情報生成部４４が実績情報を生成する際には、メール情報に含まれる配信先
数が２以上の電子メールだけを処理対象とすれば、個人宛の電子メールは少なくとも実績
情報の生成対象とすることはない。
【００８１】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、実績情報の一例としてアクション率、特に積極的な処理とそう
でない消極的な処理に分類してアクション率を求め、状況表示アイコンにてユーザに提示
するようにした。本実施の形態では、更にユーザの属性情報に基づき条件に合致する処理
検出情報に基づいて実績情報を生成し、そしてその実績情報に基づき生成される状況情報
を表示するようにした。つまり、ユーザ端末装置３０を使用するユーザの属性に合致する
他のユーザの処理行為に限定して状況情報を表示するようにした。
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【００８２】
　図９は、本実施の形態における電子メールシステムの一例を示したブロック構成図であ
る。本実施の形態における電子メールシステムは、実施の形態１に示した電子メールシス
テムに、属性情報記憶部４８を追加して構成を有している。属性情報記憶部４８は、ＨＤ
Ｄ４にて実現してもよい。
【００８３】
　図１０は、本実施の形態における属性情報のデータ構成の一例を示した図である。属性
情報には、ユーザを識別するユーザＩＤに、当該ユーザの属性と当該ユーザが受信したメ
ールを識別するメールＩＤとが対応して登録される。
【００８４】
　本実施の形態は、実施の形態１に属性情報記憶部４８を追加し、その属性情報に関連す
る処理が異なるだけで、その他は実施の形態１と同じでよい。従って、本実施の形態の動
作について、実施の形態１と異なる処理を中心に説明する。
【００８５】
　まず、メールサーバ４０におけるメール配信処理部４１は、実施の形態１と同様に、ユ
ーザ端末装置２０から送信された複数宛の電子メールにメールＩＤを生成、付加して当該
電子メールの宛先に指定された各宛先へ配信する。
【００８６】
　ユーザ端末装置３０において、送信されてきた電子メールを受信すると、受信通知部３
２２は、実施の形態１と同様に、メールＩＤを含む受信通知情報をメールサーバ４０へ送
信する。但し、本実施の形態における受信通知部３２２は、宛先として指定されたメール
アドレスを持つユーザ、換言するとユーザ端末装置３０を使用するユーザの属性情報を、
電子メールツールの属性情報データベース（図示せず）から抽出し、受信通知情報に含め
てから送信する。
【００８７】
　メールサーバ４０において、受信通知受付部４２は、実施の形態１と同様に、メール情
報記憶部４６に保持されている配信先数のうち、受信通知情報に含まれているメールＩＤ
に対応する配信先数を１つカウントアップする。更に、本実施の形態においては、受信通
知情報に含まれている属性情報を属性情報記憶部４８に登録する。すでに登録されている
場合には、ユーザＩＤにより特定される属性の各値を、新たに受信した属性情報に含まれ
る内容で更新すると共に、属性情報記憶部４８の属性情報に含まれるメールＩＤに、受信
通知情報に含まれているメールＩＤを追加する。
【００８８】
　これ以降の電子メールが配信されたときに行う処理及び処理監視処理は、実施の形態１
と同じなので説明を省略する。
【００８９】
　続いて、他のユーザによる処理の状況を示す情報の表示処理について説明する。この処
理におけるユーザ端末装置３０側の処理は、実施の形態１と同じなので図７に示したフロ
ーチャートで表せ、実績情報生成部４４における実績情報の生成処理が実施の形態１と異
なる。すなわち、実績情報生成部４４は、メールＩＤをキーにして、処理検出情報記憶部
４７を検索し、そのメールＩＤと一致する処理検出情報を抽出していたが、本実施の形態
では、抽出した処理検出情報の中から、更にメールＩＤ送信要求に含まれているユーザＩ
Ｄから特定できる当該ユーザの属性を属性情報記憶部４８から抽出し、その属性と合致す
る属性を持つユーザＩＤを特定し、その特定したユーザＩＤを含む処理検出情報を抽出す
る。これにより、実績情報生成部４４は、例えば、男性という属性を持つユーザによるア
クション率などを算出する。処理検出情報を抽出する際の検索キーとする属性をどの属性
にするかという処理検出情報を絞り込む条件とする属性は、メールサーバ４０の管理者又
は電子メール発信者が設定するようにしてもよい。
【００９０】
　なお、上記各実施の形態においては、ユーザ端末装置３０にメール送信処理部３１、メ
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ール受信処理部３２、メール処理部３３及びメール格納部３４がすべてユーザ端末装置３
０上にある例で説明したが、電子メールは、別のサーバで複数のユーザについて集中管理
し、たとえばＡＪＡＸ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｊａｖａ（登録商標）Ｓｃｒｉｐｔ
　＋　ＸＭＬ）といった技術を用いてユーザ端末装置上では表示処理と入力の受け付けの
みを行うといった構成としてもよい。
【符号の説明】
【００９１】
　１　ＣＰＵ、２　ＲＯＭ、３　ＲＡＭ、４　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、５　
ＨＤＤコントローラ、６　マウス、７　キーボード、８　ディスプレイ、９　入出力コン
トローラ、１０　ネットワークコントローラ、１１　内部バス、２０，３０　ユーザ端末
装置、２１，３１　メール送信処理部、２２，３２　メール受信処理部、２３，３３　メ
ール処理部、２４，３４　メール格納部、３１　メール送信処理部、３２　メール受信処
理部、３３　メール処理部、４０　メールサーバ、４１　メール配信処理部
、４２　受信通知受付部、４３　処理検出通知受付部、４４　実績情報生成部、４５　実
績情報提供部、４６　メール情報記憶部、４７　処理検出情報記憶部、４８　属性情報記
憶部、２１１　メール作成部、２１２　メール送信部、３２１　メール受信部、３２２　
受信通知部、３３１　表示処理部、３３２　処理検出部、３３３　処理検出通知部、３３
４　実績情報取得部。

【図１】 【図２】
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【図４】



(18) JP 2012-198788 A 2012.10.18

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

